
別紙様式第4号

（注）農業地域類型欄には、地区の農業地域類型（都市的地域、平地農業地域、中間農業地域、山間農業地域）を記載すること。

Ⅰ　地区の成果目標 （単位：経営体、％）

Ⅱ　経営体の成果目標

135.0
（ha）

輸出の取組

事業実施主体

田舎館村

農業地域類型 計画承認年度 目標年度

平地農業地域 31 3

－

費用総額 29,590,304
算定
内訳

収入総額 33,490,529

1,125.8
（円）

No 対象経営体名 項　　　目 現状

項　　　目

青森県 田舎館村 南

担い手確保・経営強化支援事業目標達成状況報告書（４年度目）

都道府県名 市町村名 地区名

選
択
目
標

① 経営面積の拡大

② 農産物の価値向上

③

必
須

目
標

付加価値額の拡大

農業経営の複合化

④ 農業経営の法人化

⑤

付加価値額の拡大
4,418,345

－

1

達成済み
（円）

補正の内容

35,165,055

32,786,357

31,069,819

29,385,022

277,870

24.9

26.4

－

①
経営面積の拡大

24.3

人件費 518,120 －

就業者一人当たり
付加価値額の拡大

就業者数

－

－

費用総額 74,006,472

544,026

達成済み
（ha）

経営面積の拡大

3.8

算定
内訳

収入総額 61,729,346

①

人件費 37,918,751
39,814,689 41,710,626

就業者一人当たり
付加価値額の拡大

就業者数

4.5

4.6

補正の内容

2

付加価値額の拡大
25,641,625

38,719,660
28,205,788
56,664,670

29,487,866

4年度目
達成状況

（％）

100.0

達成済み

目標
達成状況（上段：計画、下段：実績）

1年度目 2年度目
目標年度
（3年度目）

4年度目

2

1

2

2

2

2

達成済み

達成済み

2

1

2

2

2

1

2

2

実績を確認した
資料名等

目標
達成状況（上段：計画、下段：実績）

1年度目 2年度目
目標年度
(3年度目)

4年度目

－
4,639,262

3,679,205

4,860,180 5,081,097

-835,1953,233,143

5,081,097

11,880,010

4年度目
達成状況

（％）

64,815,813 67,902,281 70,988,748

86,183,948 113,271,909 130,257,534

77,706,796 81,407,119 85,107,443

94,214,086 110,030,909 128,420,729

26,923,706

達成済み

達成済み

達成済み

達成済み

5.1

5.2

5.8

6.9

達成済み

達成済み

－

法人決算報告書

法人決算報告書

法人決算報告書

経営農地筆別表
地域農業再生支
援システム（イン
テック）

51,633,345

43,606,561

46,749,798 53,423,670 49,796,540

達成済み
達成済み

達成済み

達成済み

36,839,582

38,060,364

32,549,334

35,064,346

569,932

237,125

25.6

25.9

38,514,108

28,455,698

34,028,849

29,370,893

595,838

80,000

26.3

26.1

26.3

27.0

所得税青色申告
決算書（農業所
得用）

所得税青色申告
決算書（農業所
得用）

所得税青色申告
決算書（農業所
得用）

経営農地筆別表

38,514,108

34,028,849

41,283,647

29,620,637

217,000

595,838



Ⅲ　達成状況に関する事業実施主体の所見(評価)

Ⅳ　その他

　１　人・農地プランの作成状況

　（１）作成した日　　　　年　　　　月　　　　日

　（２）今後の見通し（未作成の場合）

　２　法人化の状況

　（１）法人化前の組織等の名称：

　（２）法人化した日　　　　年　　　　月　　　　日

　（３）今後の見通し（法人化していない場合）

〔記入要領〕

１　「現状」「目標」欄は、担い手支援計画及び経営体調書の成果目標の「現状」「目標年度」欄の内容を記入する。

Ⅰ及びⅡの「達成状況」欄の上段は、担い手支援計画及び経営体調書にある計画を記入し、下段は、当該年度の実績を記載し、

　「○年度目の達成状況（％）」欄はその年度の計画に対する達成状況を記入する。

　地区の成果目標について２経営体とも目標達成に至ったため、今回で報告を終了するが、村では今後も関係機関と連携及び協力し、導入機械の効率
利用と生産技術の助言及び指導はもとより情報提供を行っていく。

２　Ⅱの対象経営体の成果目標に関する達成状況は、担い手支援計画の添付資料である経営体調書に掲げた経営体の成果目標の項目について、
　対象経営体毎に記入する。また、付加価値額の拡大（算定内訳を含む。）及び就業者一人当たり付加価値額の拡大について、実績を補正し
　たものについては、実績値の前に（補）と記載する。「項目」欄の「補正の内容」欄には、実績を補正したものについて、補正の要因及び補
　正の方法（実績値の補正過程）を記載する。なお、記入欄は対象経営体数等に応じて適宜挿入すること。
　　Ⅱの経営体の成果目標達成状況の達成率は、(実績-現状）/(年度計画-現状)×100により求めるものとする(小数第2位は切り捨て、小
　数第1位まで記入する。）。

３　Ⅲの「達成状況に関する事業実施主体の所見（評価）」欄は、成果目標の達成状況を勘案して記入するものとし、達成に立ち遅れがあ
  る場合には、その要因を把握した上で達成に向けた具体的な取り組み内容を記入すること。なお、担い手支援計画承認年度及び目標年
　度前年度の必須成果目標の達成状況がいずれも80％未満である助成対象者又は、目標年度における必須成果目標の達成状況が80％
　未満である助成対象者については、専門家等を活用した重点的な指導内容を記入すること。
　　　また、目標年度において目標が達成されていない場合（必須目標が達成されていない場合又は選択目標がおおむね達成されていな
　 い場合）は、別途、別紙様式５号により経営体ごとに未達成となった理由を整理し、目標達成に向けた具体的な改善措置及び達成見込
   時期等を記入するとともに、地域への影響等と構造政策を進めるための今後の取組方向を記入する。

４　Ⅳの１については、事業実施時点で人・農地プランを作成していない地区である場合（実施要綱別記第１の２の（４）に該当する地区である場合）に記載し、２について
は、助成対象者が集落営農組織である場合（別記４の（１）のイの（ア）のｃに該当する場合）に記入する。


